
　手取川の上流域は斜面崩壊や土石流の危険性が高

いため、安全性を確保する必要がありました。その

ため、柳谷導流落差工の施工において平成 9 年度か

ら既存の無人化施工技術の活用や新たな無人化施工

技術の開発を行いました。

・日本初の無人ラフテレーンクレーン（50ｔ吊）の

　開発

・無人化施工システム、建設機械の無線遠隔操縦技術、

　円形型枠ブロック

　コンクリート構造物の構築方法および型枠ブロッ

クの製造方法、吊下式コンクリート締固め機および

締固め方法、打設コンクリートの養生施工方法につ

いて、特許を取得しています。

国土交通省北陸地方整備局
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○白峰砂防出張所
　〒920-2501 白山市白峰ツ 40 番地 1 (076)259-2890

○尾口砂防出張所
　〒920-2331 白山市瀬戸ワ 21 (076)256-7004

白山砂防における無人化施工技術の開発

白山と地域を守って100年

写真でつづる白山砂防の歴史

古白山火山の中心と見られる中ノ川上流『地獄谷』 甚之助谷砂防堰堤群

昭和9年 手取川大洪水後の尾口村深瀬地区の小学校 昭和９年の洪水で流出した『百万貫の岩』

①無人バックホウによる掘削 ②無人クレーンによる
円形ブロック据付

③コンクリート打設

柳谷導流落差工
（工事期間：平成 8年 10月～平成 19年 11月）

無人化施工模式図

④コンクリートの締固め

1. 無人化施工

2. 新技術の活用

3. 特許の取得



白山砂防1 0 0年のあゆみ
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